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其
の
十
四
『北
國
街
道
』～

金
沢
の
地
銀
と
い
え
ば
北
國
銀
行
、地
元
紙
と
い
え

ば
北
國
新
聞
で
あ
る
。両
社
と
も
、国
は
旧
字
の
國

を
表
記
し
、「き
た
ぐ
に
」と
発
音
せ
ず
、「ほ
っ
こ
く
」

と
呼
ぶ
。北
國
と
は
、か
つ
て
都
で
あ
っ
た
京
か
ら
み

て
北
に
あ
っ
た
国
で
あ
る
。

北
國
街
道
は
、京
か
ら
琵
琶
湖
の
東
岸
、近
江
、湖

北
、越
前
を
経
由
し
加
賀
へ
と
続
き
、金
沢
か
ら
先

（北
國
下
街
道
）は
越
中
、越
後
、信
濃
、そ
し
て
江

戸
へ
と
至
る
。江
戸
時
代
に
参
勤
交
代
で
主
に
使
わ

れ
た
の
は
下
街
道
で
あ
る
が
、政
治
の
中
心
が
江
戸

へ
移
っ
て
も
上
洛
へ
の
道
が
物
流
の
幹
線
で
あ
っ
た
。

近
江
、越
前
、加
賀
を
通
る
上
街
道
は
現
在
の
８
号

線
と
ほ
ぼ
重
な
る
よ
う
で
あ
る
が
、織
物
の
産
元
、機

場
が
集
中
し
、そ
の
関
連
で
今
で
も
繊
維
や
精
練
関

係
の
企
業
が
多
い
。う
だ
つ
の
あ
が
っ
た
商
家
が
残
る

地
域
も
あ
り
、往
時
の
街
道
の
に
ぎ
わ
い
ぶ
り
が
し

の
ば
れ
る
。そ
の
象
徴
的
な
町
筋
を
観
光
地
と
し
て

残
し
て
い
る
の
が
長
浜
の
黒
壁
ス
ク
エ
ア
で
あ
ろ
う
。

金
沢
城
下
と
郡
部
の
境
、有
松
近
辺
の
街
道
筋
に

は
、つ
い
最
近
ま
で
麹
、味
噌
、昆
布
、竹
、餅
・菓
子

な
ど
を
扱
う
店
が
軒
を
連
ね
て
い
た
が
、郊
外
へ
移

転
し
た
り
、後
継
者
が
い
な
か
っ
た
り
し
て
だ
い
ぶ
町

並
み
が
さ
み
し
く
な
っ
て
い
る
。そ
ん
な
中
で
一
軒
奮

闘
し
て
い
る
の
が
、加
賀
野
菜
の
元
締
め
、文
久
元

年
創
業
の
松
下
種
苗
店
で
あ
る
。街
道
の
物
流
が

大
き
く
変
わ
ろ
う
と
も
、「
地
産
地
消
」の
仕
組
み
が

根
付
い
て
い
れ
ば
安
心
で
あ
る
。　

Ｔ
Ｔ
Ｌ
事
業
部
　宮
本
由
美
子

これは昔の話。私の高校２年生の成績表には世界
史「１０６点」と書かれています。
この６点は生意気盛りの私に少なからず意識の革
命をもたらしました。
世の中を、大人を信じてもいい気持ちになった６
点でありました。
加点法で採点された成績の素点は１０６。調整が
入るかと思っていましたが、そのままの１０６点。
満点は超えられる、そしてそれはあくまでも相対
値だと感じました。
実はその成績表は私の嫁入りについてきてもいい
ぞというアイテムとして選ばれて、30年たった今

も私といっしょにいる。それと同時にこの話を思
い出すと口角泡を飛ばしながらオスマントルコ
について解説していた今はなき恩師の顔も明確
に浮かんでくる。
ね、仕事ってこんなことなんじゃないでしょうか？
自分に寄せられる期待とイコールが満点だとす
ると、少しそれを超えることが出来る。
それがリピートにもつながるし、信頼も寄せてい
ただける。
求められたことをきちんと返し、少し先を行く。
これからも１０６点の私でいましょう。
「事前期待の一歩先」
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「テープおこし」と一口に言っても仕様は実に様々です。そのいくつかある分類のなかでも一番の分岐点

は、発言の一言一句に忠実な文章にするか、それとも発言の趣旨をくんで読みやすい文章にするかという

点でしょう。

一方は、たとえば発言の中で主語と述語が食い違っていてもそのまま入力しておく、あくまでも事実記録

に徹するスタイル。たとえ言い間違いであっても、その記録自体に意味のあるケースがあります。

もう一方は、発言に従いながらも不整合で冗長な「話し言葉」を簡潔にした、コミュニケーション（伝達）

に配慮したスタイル。発言の一言ひとことを再現するのではなく、場合によっては簡にして要を得た新聞

記事ほどの分量にするケースもあるでしょう。

同じ講演でも「テープおこし」の工程でそれぞれの仕様で仕上げると、まったく別のアウトプットになっ

てしまいます。

ありのままの発言にもコミュニケーションにもこだわって極めた実力。どこまでも忠実に―、

どこまでも簡潔に伝わりやすく―、アドレスはお客様のご要望・用途に応じて、その最適

なかたちをご提供します。

アドレス「テープおこし」プロダクトスタイル
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言語学における「話し言葉」研究から、社会学などの会話分析、果ては音声認識ソフト開発まで、

その素材づくりのお手伝いをします。発言をどこまで忠実に再現するのかが腕の見せどころ。

なかには0.1秒未満の「間」の再現が必要とされるケースもあります。これはすでに「テープお

こし」を超えている？！

研究素材づくり

「素おこし」ともいいます。「素おこしでいいよ」とご依頼のお客様もいらっしゃいますが、

極めるとこの仕様が１番難しいのです。一般的には、「えー」「まあ」など（「フィラー」と呼

んだりします）の再現が一つの目安になっていますが、ご用途に合わせて提供します。

生おこし

講演や会議の一般的な記録はこの標準仕様でＯＫ。文末を「です・ます」もしくは「である」に

整えて読みやすく、それでいて正確な記録として保存にもたえる文章です。「標準」というのは、

アドレスの双方向の経験から割り出した一般的な最適解なのです。

標準仕様

アドレス独自の仕様。全文を７～８割に要約した、講演録向けのお奨め仕様。

繰り返される言葉や滞ったセンテンスをまとめたりして読みやすい文章にします。講演を冊子に

する際にはぜひご指定ください。

マル整

会議のあらましをご指定の書式でお届けいたします。同じ発言者の散らばった発言をまとめたり、

また箇条書きで簡潔にしたりと、各種のご要望に応じます。従前の議事録と同じ体裁にすること

も可能です。

議事録

お好み・ご指定の分量に要約します。全文の何割ほどとご指示ください。要約の圧縮度が高くな

ると編集的なスタンスで内容に立ち入ることになりますが、発言者の意図はもとより、ご依頼の

意向もくんで簡潔に仕上げます。用途に応じた分量にしますのでご相談ください。文字数指定も

もちろんＯＫです。

要約（サマリー）


